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キー操作

起動
①電池挿入

(電源のOFF→ONは不要)

②

新規にマスター値を登録する場合 予めﾏｽﾀｰ値が登録されている場合

①ﾏｽﾀｰ合わせﾓｰﾄﾞへの移行 ⑨ﾏｽﾀｰﾘﾝｸﾞの最小値検出 ①ﾏｽﾀｰ値の呼出し ①最小値測定の開始

②ﾒﾓﾘｰ選択

②ﾏｽﾀｰﾘﾝｸﾞのｾｯﾄ ②ﾜｰｸの最小値の検出
M1,M2,M3を選択する

③ﾏｽﾀｰ値のﾌﾟﾘｾｯﾄ

④桁の移動 ③ﾏｽﾀｰﾘﾝｸﾞの最小値検出

⑩表示値のﾎｰﾙﾄﾞ

⑤数値の変更

③最小値の表示

⑥

④表示値のﾎｰﾙﾄﾞ

⑦ﾏｽﾀｰ値のﾌﾟﾘｾｯﾄ完了

⑤ﾏｽﾀｰ値の呼出し

⑫ﾏｽﾀｰ値の登録
⑥ﾏｽﾀｰ値の登録

⑦ﾏｽﾀｰ値の登録完了

⑬ﾏｽﾀｰ値の登録完了

測定待機状態に戻ります。
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ﾏｽﾀｰﾘﾝｸﾞからｼﾘﾝﾀﾞｹﾞｰｼﾞを抜き、
ｷｰを押してください。
⑥までの操作でﾌﾟﾘｾｯﾄしたﾏｽﾀｰ
値が呼び出され点滅します。

⑥までの操作でﾌﾟﾘｾｯﾄしたﾏｽ
ﾀｰ値が点滅します。ここまで
の操作で、ﾌﾟﾘｾｯﾄした値はﾒﾓ
ﾘｰに記憶されますが、ﾏｽﾀｰ値
としては登録されていません。
引き続き以降の操作を行って
ください。

ｷｰを押すと点滅が点灯に変わり、
ﾏｽﾀｰ値が登録されます。

注意
前日測定した同一ﾜｰｸを測定する
場合でも、測定を開始する際には
「ﾏｽﾀｰ合わせ」の動作を再度行
い、ｾﾞﾛ点の確認を必ず行ってくだ
さい。

⑧ﾏｽﾀｰﾘﾝｸﾞのｾｯﾄ

最小値が検出されるとﾃﾞｼﾞﾀﾙ表示
はその値をﾎｰﾙﾄﾞします。

押した回数分だけ値が変わり
ます。

ｼﾘﾝﾀﾞｹﾞｰｼﾞを前後又は左右に振っ
て最小値を探ってください。

登録されているﾏｽﾀｰ値が点滅し
ます。

ｼﾘﾝﾀﾞｹﾞｰｼﾞをﾏｽﾀｰﾘﾝｸﾞにｾｯﾄして
からｷｰを押してください。

ｼﾘﾝﾀﾞｹﾞｰｼﾞを前後又は左右に振っ
て最小値を探ってください。

ｼﾘﾝﾀﾞｹﾞｰｼﾞをﾏｽﾀｰﾘﾝｸﾞにｾｯﾄして
からｷｰを押してください。

変更したい桁が点滅したら指
を離します。

測定待機状態に戻ります。

ここで表示した数値はあくまでも参考です。実際に表示される値とは異なります。

マスター合わせ マスター合わせ 内径測定

"P"が点滅するまで押し続け
ます。

⑧,⑨の操作を2～3回繰返し、表
示がゼロで安定することを確認し
てください。
誤操作によって最小値がずれてし
まう恐れがある場合は、
[DATA/HOLD]ｷｰを短く押して表
示をﾎｰﾙﾄﾞしてください。
（"H"が点灯します）

⑪ﾏｽﾀｰ値の呼出し

ｼﾘﾝﾀﾞｹﾞｰｼﾞをﾏｽﾀｰﾘﾝｸﾞにｾｯﾄ
してからｷｰを押してください。

ｼﾘﾝﾀﾞｹﾞｰｼﾞを前後又は左右に振っ
て最小値を探ってください。

操作説明書

短く押す（2秒未満）

長く押す（2秒以上）

キー名称と機能

CG-D100/160 ID-C112GB

M/W
ﾏｽﾀｰ合わせﾓｰﾄﾞ/
ﾜｰｸ測定ﾓｰﾄﾞ切替

RESET
電池挿入時の状態
に移行

ON/OFF 電源のON/OFF

DATA/HOLD
ﾃﾞｰﾀﾎｰﾙﾄﾞ/
ﾃﾞｰﾀ出力

PRESET ﾌﾟﾘｾｯﾄ操作

START 測定開始

TOL. 公差設定PRESET

M/W

M/W

PRESET

M/W START

START

PRESET

PRESET

DATA/HOLD

PRESET

DATA/HOLD
PRESET

PRESET

PRESET

PRESET

M/W

PRESET

START

M/W




